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建 設 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２１年６月１５日（月）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１０時３５分　閉会

１．場所

第一委員会室

１．出席委員

委 員 長 山本靖一  副委員長 野原　修  委　　員 木村勝彦

委　　員 南野直司  委　　員 原田　平  

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正 

土木下水道部長　宮川茂行 同部次長　藤井義己

同部参事兼公園みどり課長　渡辺勝彦　　同部参事兼交通対策課長　大砂　渉

下水道業務課長　石川裕司 下水道管理課長　山口　繁 同課参事　渡場修一

同課参事　川上昭人 下水道整備課長　西村克己

１．出席した議会事務局職員

事務局局次長　藤井智哉 同局主査　湯原正治

１．審査案件

議案第３６号　平成２１年度摂津市一般会計補正予算（第２号）所管分
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（午前１０時　開会）

○山本靖一委員長　おはようございます。

　ただいまから建設常任委員会を開会し

ます。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　委員の皆さまには行事等、何かとお忙

しい中、きょうは建設常任委員会をお持

ちいただきまして、大変ご苦労さまでご

ざいます。

　本日は、平成２１年度摂津市一般会計

補正予算（第２号）所管分について、ご

審査をいただくことになりますが、どう

ぞ慎重審査の上、ご可決賜りますようよ

ろしくお願いいたします。

　一たん退席いたしますが、どうぞよろ

しくお願いいたします。

○山本靖一委員長　あいさつが終わりま

した。

　本日の委員会記録署名委員は、南野委

員を指名します。

　暫時休憩します。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　議案第３６号所管分の審査を行います。

　補足説明を求めます。

　宮川土木下水道部長。

○宮川土木下水道部長　おはようござい

ます。

　議案第３６号、平成２１年度摂津市一

般会計補正予算（第２号）のうち、土木

下水道部にかかわる部分につきまして、

補足説明をさせていただきます。

　今回の補正は、国の追加経済対策の一

環である環境対応車普及促進対策費補助

金を活用し、公用車の購入を行うもの、

緊急雇用創出基金事業補助金を受け実施

するもの及び地域活性化・経済危機対策

臨時交付金を受けて実施するものの補正

をお願いするものでございます。

　それでは、歳出につきまして、目を追っ

て主なものについてご説明申し上げます。

１６ページをお開き願います。

　款４、衛生費、項２、清掃費、目３、

し尿処理費、節１８、備品購入費及び節

２７、公課費は、下水道業務課の公用車

の購入費及びその自動車重量税でござい

ます。

　１８ページ、款７、土木費、項１、土

木管理費、目２、交通対策費、節１８、

備品購入費及び節２７、公課費は、交通

対策課の公用車の購入費及びその自動車

重量税でございます。

　項３、水路費、目１、排水路費、節１

８、備品購入費及び節２７、公課費は、

下水道管理課の公用車の購入費及びその

自動車重量税でございます。

　なお、以上の公用車は来年度に買い替

えを予定しておりましたが、国の環境対

応車普及促進対策費補助金が今年度限り

であるため、前倒しで買い替えを実施す

るものでございます。

　続きまして、２０ページ、項４、都市

計画費、目４、公園管理費、節１３、委

託料では１，１４３万６，０００円の追

加補正をお願いするものでございます。

　その内訳といたしましては、公園等砂

場消毒清掃委託料２５３万６，０００円

と、公園台帳作成委託料８９０万円でご

ざいます。本委託料は、緊急雇用創出基

金事業補助金を受け、実施するものでご

ざいます。

　続いて、その下、節１５、工事請負費

では、公園管理工事に１，０００万円の

追加補正をお願いするものでございます。

　その内容といたしましては、公園遊具

取替工事費でございます。

　本工事請負費は、地域活性化・経済危
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機対策臨時交付金を受けて実施するもの

でございます。この交付金では、安全・

安心の実現を図ることがうたわれており、

平成２１年度当初予算にも計上しており

ます本市都市公園の老朽化した公園遊具

の取替数を増加して追加補正し、経済危

機対策として実施するとともに、市民生

活の安全・安心の早期実現を図るもので

ございます。

　以上、補正予算内容の補足説明とさせ

ていただきます。

○山本靖一委員長　説明が終わり、質疑

に入ります。

　南野委員。

○南野直司委員　おはようございます。

　今回、し尿処理費、それから交通対策

費、排水路費ということで、機械器具費

の公用車の入れ替えということでご説明

があったんですけれども、この３台の自

動車の購入について、この中身を、どの

ような車なのか、またどのような用途に

使われるのか等々、具体的な部分をお聞

かせいただきたいと思います。

　それから、公園管理費のところで、先

ほど補足説明にもありましたけれども、

公園等砂場消毒清掃委託料、それから公

園台帳作成委託料、公園管理工事という

ことでご説明あったんですけれども、も

う少し具体的な中身のご説明をお願いし

たいと思います。

○山本靖一委員長　石川課長。

○石川下水道業務課長　し尿処理費の車

両でございますけれども、今現在、普通

車でございます。これを軽自動車に買い

替えを予定しております。

　具体の内容ですけれども、し尿手数料

の徴収業務でございますとか現地調査、

こういった目的で車を購入するものでご

ざいます。

○山本靖一委員長　渡辺参事。

○渡辺土木下水道部参事　それでは、南

野委員のご質問の少し内容を詳しくとい

うことでございますので、まず公園維持

管理事業なんですが、公園砂場等の消毒

清掃委託料、これにつきましては、都市

公園及びちびっこ広場に設置してござい

ます砂場において、犬、猫のふんとごみ

等の除去を行いまして、その後、消毒薬

の散布を行っております。

　それと今現在、都市公園４０か所、ち

びっこ広場９４か所、合計１３４か所の

広場があるんですが、その中で砂場の箇

所数ですが、７５か所ございます。今年

度予算２１０万円で補えるのが約２か月

に１回の清掃という形を考えておりまし

た。

　今回、雇用促進という形の交付金が出

てまいりますので、より子どもさんたち

に安心して砂場を使っていただくために、

月１回の清掃を考えた形の中で今回、２

５３万６，０００円の補正予算を計上さ

せていただいているという内容でござい

ます。

　それと公園台帳でございますが、都市

公園法の中で公園台帳、これを作成して

保管しなさいということが義務づけられ

ております。今現在、都市公園４０か所

ある中で２３か所の台帳整備が今、完了

いたしております。

　通常の予算でいきますと、ほぼ１か所

ずつの解消をと考えてはおったんですが、

今回この緊急雇用を活用させていただく

中で早期に台帳整備を図っていきたいと

いうことで、ほぼ６か所の公園の台帳整

備、これを今回補正で上げさせていただ

いたという内容でございます。

　続きまして、工事請負費の遊具の取替

工事になるんですが、一応２０年度は総

点検をかけさせていただいて、老朽化及

び安全領域不足によります危険遊具、そ
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れが発見されました。２１年度、２２年

度で取り替えの計画を立てさせていただ

いておりました。２１年度で、ちびっこ

広場等の公園遊具、これを取り替える予

定にはしておったんですが、今回の交付

金、より早期に安全・安心を確保するた

めに前倒しで、ことしでその危険遊具を

解消するための補正予算を上げさせてい

ただいたというような内容でございます。

○山本靖一委員長　山口課長。

○山口下水道管理課長　今回、乗りかえ

を予定させていただいております小型乗

用車でございますが、用途といたしまし

ては、市内水路の１２３キロの維持補修

のパトロール等に使用させていただく予

定でおります。また、公共下水道のほう

のパトロール等にも使用させていただく

予定でおります。

○山本靖一委員長　大砂参事。

○大砂土木下水道部参事　交通対策課に

係ります車両の買い替えでございますけ

れども、違法駐車追放事業、鳥飼地域の

迷惑駐車防止指導活動及び安全・安心パ

トロール活動に使っております白黒塗装

の青パトの買い替えでございます。

　平成８年に初年度登録して１３年とい

うことで、今回の補助金を活用して買い

替えするものでございます。よろしくお

願いします。

○山本靖一委員長　南野委員。

○南野直司委員　答弁をいただきまして、

わかりました。ありがとうございました。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

　原田委員。

○原田平委員　先ほど、南野委員がご質

問されましたが、委託料の部分と工事請

負費の部分とで２，１４３万６，０００

円の執行なんですが、公園の管理費です

が、これについて、先ほど緊急雇用創出

基金事業補助金というふうに言われたん

ですが、地域活性化・経済危機対策臨時

交付金との兼ね合いで、具体的にどちら

のほうの活用をされているのかというこ

とをまず聞きたいというふうに思ってお

ります。

　それと、公園台帳の作成委託料であり

ますが、従前、これについては単費で執

行しておったというふうに思っておりま

す。今回いわゆる委託料ということで、

国の補助あるいは交付金等でやられるわ

けでありますが、思い切って当初予算で

１００万円、これが８９０万円というこ

とで合計９９０万円の執行になるわけで

あります。これで、すべて都市公園の管

理台帳は作成が終わるということであり

ます。

　今後、いろんな公園等のいわゆる管理

というんですか、台帳の作成はまだ残る

ように思うわけであります。今後どうな

るのかということをお聞きをしたいと思

います。

　それから、公園の管理工事であります

が、これも当初予算１，１８２万５，０

００円で１，０００万円の追加をすると

いうことであります。

　これは、当初予算の審議の中で大丈夫

だというような説明を我々は受けたよう

に思っておりまして、なおそういう中で

約同額分ぐらいの補正が入ってきており

ます。そのときの説明とは、若干異なる

のではないかというふうに感じます。ま

だ、安全のものでかなり委員のほうから

出ておったわけでありますが、それにつ

いてどの箇所ということで、わかれば教

えていただきたいと思います。

○山本靖一委員長　渡辺参事。

○渡辺土木下水道部参事　まず、緊急雇

用と経済危機対策という形の中で、今の

委託料につきまして緊急雇用創出基金事

業補助金、これにより実施をいたします。
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工事請負費の公園の遊具の取り替えなん

ですが、こちらのほうが地域活性化・経

済危機対策臨時交付金という形の中で実

施してまいりたいと考えております。

　それと、公園台帳のお話でございます

が、先ほども南野委員のほうに答弁させ

ていただいたんですが、今現在、都市公

園４０か所のうち台帳整備が完成してお

りますのが２３か所が完成をいたしてお

ります。

　常々、市の単独費をもって公園台帳の

整備をしていくという形の中で、年１か

所程度という形で整備をしておったわけ

なんですが、今回こういう緊急雇用とい

う形の中で委託料を発注する中で、残り

１７か所、ことしが１か所予定しており

ましたので残り１６か所がまだ残ってご

ざいまして、今回８９０万円という形の

中で、この公園台帳につきましては敷地

面積の大きさによって値段等が変わって

まいりますものですから、今年度、まだ

ちょっと精査はしておらないんですが、

ほぼ６か所の公園の台帳整備が完成する

のではないかなというふうに考えており

ます。ですから、それであと残１０か所

の公園がまだ残ってくるというような状

況になります。

　それとあと、遊具の取り替えなんです

が、２０年度の一斉点検、これでもって

危険遊具が発覚しました。その遊具につ

きましては、前回、委員会等でもご答弁

させていただいておりますように、危険

遊具につきましては撤去のほうはさせて

いただいております。撤去した後、設置

をことし、来年という形で計画をいたし

ておりました。そんな状況の中で、今年

度ちびっこ広場のほうの遊具の設置を予

定をいたしておりました。それに８０７

万５，０００円という形の中で予算を組

んでいただいているというような状況で

ございました。

　今回、この経済対策という形の中で１，

０００万円つけさせていただいて、危険

遊具の残りの部分の設置をすべて完了し

ていきたいというふうな予定を立てさせ

ていただいております。よろしくお願い

いたします。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　公園の委託料であります

が、これに限って、緊急雇用創出基金事

業補助金を活用したいということであり

ます。これは、ご承知のとおり、派遣切

りとかいろんな雇用不安におられる方々

への対策費ということで聞いております。

　そういう中で、今回、公園の砂場の消

毒でありますが、これは、たしかシルバー

人材センターに委託をされているという

ふうに思います。シルバー等ではなくし

て、現在本当に雇用で困っておられる方々

への対策ということを講じなければなら

ないというふうに思うわけであります。

　そんなところで、シルバーも頑張って

いただいておりますが、そういったもっ

といわゆるハローワークを通じて仕事が

ない方への対策を講じると、こういうこ

とがその目的だというふうに思うわけで

ありますが、これについての見解を賜り

たいと思います。

　台帳につきましても、これも業者委託

であります。業者のほうで入札をされる

わけでありますが、実際に本当に雇用に

困っておられる方への対策ということも

考えなければならないという趣旨の補助

金だというふうに思います。そういうこ

とで、安易にこの二つを選ばれたわけで

ありますが、これについて部長のほうか

らの見解を賜りたいと思います。

　ちびっこ広場等の工事請負契約、管理

工事ですが、安全対策で十分やられるよ

うに、これは要望しておきたいと思いま
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す。

○山本靖一委員長　宮川部長。

○宮川土木下水道部長　先ほどの委託料

にかかわります緊急雇用創出基金事業補

助金。今回、シルバーのほうにというお

話の中で、本来、雇用対策としてするな

らば、今話題になっております派遣切り

社員等の確保をもって整備すべきではな

いかとこういうご意見かと思います。

　確かにおっしゃるとおりでございまし

て、まず公園台帳作成委託料のほうであ

りますけれども、こういう作業を我々の

ほうからふやすことで、それぞれの企業

のほうでその人員確保が促進されるので

はないか、こういう期待感を持っている

ところでもございます。

　また、砂場のほうにつきましても、全

体で７５か所と先ほど申し上げておりま

したし、作業時間も非常に限られた時間

でなされなければならない。そういうふ

うな形の中で、我々としましては、今、

シルバーさんのほうも団塊の世代が抜け

られて非常に人材的に余裕があるという

ふうな内容を伺っているところでござい

ます。ですから、そういうふうな形の中

ででも、やはり少しそちら向けの活用も

させていただくことも一案かなというこ

とで、今回、砂場、月１回することで、

地域で活用していただいているお子さん

ですとか保護者の方への安心・安全を提

供させていただきたいと、このように考

えているところでございます。

○山本靖一委員長　原田委員。

○原田平委員　見解が若干異なるという

ふうに思うわけでありますが、たしか当

初予算の審議で、私は、大阪府がこのい

わゆる緊急雇用の対策の補助金の活用と

いうことで、クリーンアンドグリーン作

戦ということを提言を出されました。そ

ういう趣旨のもとで、我々は実施をされ

るというふうにも聞いております。

　したがって、公園のほうはシルバー人

材センター、それから公園台帳のほうは

業者委託。この台帳整備には専門知識が

なければできないわけでありまして、一

般のいわゆる本当に雇用で困っておられ

る方々への救済には、ちょっと離れるの

ではないかという感じがいたします。そ

のことだけ申し上げて、終わりたいと思

います。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

　野原委員。

○野原修委員　おはようございます。

　今、南野委員と原田委員が質問された

ことに重複するかと思いますが、ご答弁

のほうよろしくお願いします。

　一つは、ちびっこ広場の砂場の入れか

えという形で緊急雇用という形で、今ま

で２か月に１回だったものを今回より砂

場を市民の皆さん、子どもたちに安全に

使っていただくということで、月１回、

今回やられるという形は賛成なんですけ

ど、今後、例えば来年以降、これが市民

の要望があって、これからの形になりま

すが、月１回やってほしいという形があ

れば、今後どのような形にされるのか。

また、今まで２か月に１回でどのような

問題があったのか。また、砂場以外にも

公園の剪定とか、そちらのほうは考えら

れたのかということをまず１点お聞きし

たいと思います。

　それと、公園遊具に関してであります

が、多分これは過去の判定Ｄの部分を今

撤去しておりますので、改めてそれをつ

けられるような形で当初予算８０７万５，

０００円の予算にプラス１，０００万円

という形で考えられていると思うんです

けれども、これはあくまでもＤ判定の部

分だけに限られてやられるのか。それと

も、Ｃ判定のところまで考えられた形の
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対策にいかれるのか。

　また、Ｄ判定のところで、ちびっこ広

場でいくんだったら、過去ちびっこ広場

に関しましては子どもたちが使うところ

でありますが、自治会の要望では健康遊

具というような要望も上がっているよう

にお聞きしておりました。その辺の対策

で、本年度１年間で２年間でやるところ

を今の人員で、その聞き取りで本当に適

正な有効的な遊具をつけることができる

のか。その２点、お聞かせいただきたい

と思います。

○山本靖一委員長　渡辺参事。

○渡辺土木下水道部参事　砂場の清掃内

容でございますが、今年度、緊急雇用と

いう形で、月１回という形で清掃をかけ

ていこうとしておりますが、例年、２か

月に１回という形の予算を組ませていた

だいております。

　確かに、砂場７５か所、市域内でござ

います。その中で、使用頻度にもよるん

ですが、やはりマナーの悪い公園もあれ

ば、きちっと犬のふん等を処理しておら

れるところもございます。そんな状況の

中で、市民からの通報等によって月１回

が月２回になっていたというところもご

ざいます。そんな状況の中で、２か月に

１回でほぼ泳げていけていたかなという

現状は現状なんです。それ以上に今回、

緊急雇用という形の中で、よりきれいな

形をとっていきたいという形の中で予算

を上げさせていただいたというふうにご

理解いただけたらと思っております。

　それとあと、遊具の関係でございます

が、委員おっしゃるとおり、判定Ｄの内

容の遊具の取り替えを、２か年計画をし

ておりましたものを前倒しでことしすべ

てやっていきたいというふうに考えてお

ります。

　今の体制の中でどうやねんというお話

でございますが、今年度、先ほどおっしゃ

いましたように、どうしても地元の意見

等を聞く中でのちびっこ広場の遊具の取

替工事をことし予定しておりました。そ

れが８０７万５，０００円。この予算の

中で解消していきたいと思っておりまし

た。

　今回、経済対策によって１，０００万

円ついてございます。今回、その前倒し

する部分につきましては、都市公園の公

園遊具のほうの取替工事、これを予定さ

せていただいております。

　ですから、地元との密な打ち合わせと

いうのは、やはりどうしてもちびっこ広

場のほうが時間的にかかってまいります。

そんな状況の中で、この追加補正でいた

だく都市公園につきましては、ある程度

こちらのほうのペースでもって仕事はこ

なしていけるんじゃないかなというふう

に考えて、予算計上させていただいてお

る状況でございます。

　それとあと、健康遊具でございますが、

健康遊具につきましても、やはり地域に

よりましては要望もございます。やはり、

ちびっこ広場、都市公園、遊具というの

は、基本はやはり子どもさんたち対象の

遊具というのが原則だと思っております。

　しかし、昨今の少子高齢化の中では地

域性を考慮しますと、なかなか地元の方

も、ご老人の方がたくさんそこで休養を

なさっているというような状況も見受け

られますので、そのあたりは地元の方々

と十分協議した中で今回も健康遊具を設

置していくところもございます。そんな

状況で、十分地元の意見をいただきなが

ら、必要なところには健康遊具も配置し

ていきたいというように考えております。

よろしくお願いいたします。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原修委員　砂場に関しましては、過
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去、１か月に１回やっていたものが２か

月に１回になって、ある程度支障のない

という形で２か月に１回やったと。今回

に関しては、そういう緊急雇用という形

のもので予算をどういう形に使うかとい

う形で、より砂場を安全で清潔にという

形の視点はいいかと思うんですけど、本

当にこれが市民の方にこういう形で絶え

ず保っていただけるというような形で、

去年はたまたまそういう予算がついたか

らという話では、これは済まないと思う

んです。

　だから、その辺のところをきっちりと

した形で、例えば、過去１か月に１回やっ

ていたところに関してはどういう形にす

るのか、また２か月に１回定期的にやっ

て、またそういう要望があったらすぐに

対応できるような来年度以降、予算組み

されるのかどうか、その辺の考え方をも

う１点お聞きしたいと思います。

　それと、公園遊具に関しまして、今、

都市公園のほうは、あらかじめ公園みど

り課のほうで主体的に展開できるという

ような形のことは、大体予定どおり事は

進むのかなと思いますけれど、ちびっこ

広場に関しましてはいろんな形の事前の

協議とか、いろんな地元の要望を最大限

くみ上げた形で費用対効果という効率的

なやっぱり使い方、健康遊具でも１台７

０万円とか、滑り台１台にしても７０万

円とか８０万円とかいう費用がかかって

おりますので、その辺を本当にその費用

が有効に地元に使われるのか。

　また、あくまでも健康遊具といいまし

ても、やっぱり子どもも使えてお年寄り

だけではなくて、やっぱり今、子どもと

お年寄りが使えるような遊具も随分出て

おると思います。その辺のところで、公

園、今の人事というのか、人を見ていた

ら両方一緒にこれを進めるということで、

本当にちびっこ広場の今までことし進め

ようと思っていた事業にそれだけの聞き

取りができるかどうかというのがすごく

不安に感じております。その辺のところ

をもう一度聞かせていただいた中で、本

当にこの費用を効果的に使えるような形

にするのには、どういう形をとられるの

か、もう一度その点だけお聞かせ願いた

いと思います。

○山本靖一委員長　渡辺参事。

○渡辺土木下水道部参事　まず、砂場の

件でございます。確かにおっしゃるとお

り、１か月に１回やっていて地元はどう

ですかというお話になろうかと思います。

　大体、今までの実績からしまして、マ

ナーの悪い砂場というのは大体ピックアッ

プできてこようかなと思います。そんな

状況の中で、常々、看板啓発であったり、

あと公園パトロールの強化をするという

ような形の中で、その辺の１か月に１回

の清掃が２か月に１回で済むような形で

努力はしてまいりたいと今後は考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。

　それとあと、今の公園遊具の取り替え

なんですが、確かに、ボリューム的には

非常にございます。私もこの４月に公園

みどり課のほうへ移りまして、あと地元

とのお話もかなり自治会長さんともお話

をさせていただいております。そんな状

況の中で、担当とともに手分けするなり

して、地元の意向を十分くみ入れられる

形の遊具の設置に努めてまいりたいとい

うふうな意気込みでおりますので、よろ

しくお願いいたします。

○山本靖一委員長　野原委員。

○野原修委員　わかりました。

　砂場のほうに関しましては、例えば砂

の清掃という形ではなくて、今、課長が

言われましたようなモラルというのか、

その辺の啓発をできるような形で、やっ
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ぱり市民の皆さんがみんな共有して使っ

てもらえるという形の啓発というような

形のものにも、費用を若干使ってもらっ

ても、清掃と同じという形で今後を考え

た場合には、そういうやっぱりモラルの

啓発という形のものの考え方も、この予

算の中で使えるかどうかはよくわからな

いんですけど、できれば一部そういう方

に回して、やはり市民のモラルを高めて

もらうような啓発にも使っていただけた

らという要望だけしておきます。

○山本靖一委員長　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　以上で、質疑を終わ

ります。

　暫時休憩します。

（午前１０時３２分　休憩）

（午前１０時３４分　再開）

○山本靖一委員長　再開します。

　討論に入ります。

　ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○山本靖一委員長　討論なしと認め、採

決します。

　議案第３６号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○山本靖一委員長　全員賛成。

　よって、本件は可決すべきものと決定

しました。

　以上で、本委員会を閉会します。

（午前１０時３５分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

建設常任委員長 山 本 靖 一

建設常任委員  南 野 直 司
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